
 

を
登
る
ル
ー
ト
と
、
柳
井
・
平
生
方
面
か
ら
室
津

半
島
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
通
っ
て
登
る
ル
ー
ト
が

あ
り
ま
す
。
山
頂
付
近
に
駐
車
場
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
山
頂
ま
で
は
歩
い
て
約
15
分
で
す
。 

 

徒
歩
の
場
合
は
、
前
記
の
ル
ー
ト
の
他
に
、
柳

井
市
相
の
浦
か
ら
の
登
山
道
が
あ
り
ま
す
。
歩
い

て
登
る
場
合
、
室
津
側
か
ら
も
相
の
浦
側
か
ら

も
、
お
よ
そ
90
分
で
山
頂
ま
で
登
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

◎
皇
座
山
山
頂
付
近 

 

山
頂
に
は
一
等
三
角
点
（
山
口
県
内
に
16
か

所
設
置
）
が
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

あ
ま
り
眺
望
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

駐
車
場
は
広
く
、
ベ
ン
チ
や
展
望
所
、
ト
イ
レ

な
ど
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
休
憩
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
展
望
所 

か
ら
は
、
平
郡
島 

や
八
島
な
ど
を
望 

む
こ
と
が
で
き
、 

視
界
が
よ
け
れ
ば
、 

四
国
も
見
え
ま
す
。 

駐
車
場
か
ら
さ 

ら
に
５
０
０
メ
ー 

ト
ル
ほ
ど
南
側
に 

歩
く
と
、
二
階
建 

て
の
展
望
台
が
あ 

り
ま
す
。
こ
こ
は 

駐
車
場
の
展
望
所 

よ
り
も
さ
ら
に
視 

界
が
広
が
り
、
長 

島
や
祝
島
方
面
ま 

で
も
見
渡
す
こ
と 

が
で
き
、
美
し
い 

瀬
戸
内
の
島
々
を 

は
じ
め
、
遠
く
は 

四
国
や
九
州
ま
で 

 

上
関
町
と
柳
井
市
に
ま
た
が
り
、
室
津
半
島
南

端
に
そ
び
え
る
「
皇
座
山
」
（
標
高
５
２
６
・
７

メ
ー
ト
ル
）
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
親
し
ま
れ
、

室
津
・
上
関
の
地
域
で
育
っ
た
方
な
ら
、
一
度
は

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
山
口
県
生
ま
れ
の
登
山
ラ
イ
タ
ー
・

中
島
篤
巳
さ
ん
の
著
書
『
山
口
県
百
名
山
』
（
発

行
・
葦
書
房
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

皇
座
山
の
名
前
の 

由
来
は
、
次
の
よ
う 

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま 

す
。 

 

源
氏
と
平
家
の
屋 

島
の
戦
い
に
続
き
、 

周
防
の
戦
い
が
柳
井 

市
池
の
浦
で
あ
り
、 

そ
の
戦
い
で
破
れ
た 

平
家
の
一
部
は
安
徳 

天
皇
を
奉
じ
て
皇
座
山
を
越
え
、
赤
間
関
へ
落
ち

の
び
ま
し
た
。
こ
の
と
き
安
徳
天
皇
が
山
頂
で
ひ

と
休
み
を
さ
れ
た
た
め
、
皇
の
座
す
る
山
「
皇
座

山
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

皇
座
山
は
、
１
５
０
０
万
年
前
に
噴
火
し
た
死

火
山
で
、
基
盤
に
花
崗
岩
、
表
面
に
輝
石
安
山
岩

の
乗
っ
た
大
規
模
な
火
山
丘
で
す
。
山
中
に
は
、

火
山
灰
が
固
ま
っ
て
で
き
た
凝
灰
岩
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
山
頂
付
近
は
平
坦
な
溶
岩
台
地

の
草
原
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
皇
座
山
へ
の
ア
ク
セ
ス 

  

車
で
皇
座
山
に
登
る
場
合
は
、
室
津
の
「
皇
座

山
登
山
口
」
バ
ス
停
か
ら
上
関
町
民
体
育
館
の
横

望
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
こ
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

◎
皇
座
山
稲
荷
神
社 

  

駐
車
場
の
横
に
は
、 

赤
い
大
鳥
居
が
あ
り 

ま
す
。
こ
れ
は
皇
座 

山
稲
荷
神
社
（
白
雲 

稲
荷
大
明
神
）
の
鳥 

居
で
す
。 

商
売
繁
盛
の
祈
願 

に
地
元
の
方
だ
け
で 

は
な
く
、
近
郊
の
方 

も
、
お
参
り
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

《
皇
座
山
稲
荷
神
社
縁
起
》 

延
暦
４
年
（
西
暦
７
８
５
年
）
周
防
国
一
帯
は

大
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
、そ
れ
に
伴
う
疫
病
が
流
行

し
ま
し
た
。  

当
時
の
国
司
石
川
宿
奈
麻
呂
は
、土
地
の
豪
氏

や
役
人
な
ど
を
連
れ
て
上
京
し
、伏
見
稲
荷
の
祭

神
で
あ
る
稲
蒼
魂
命
・
猿
田
彦
命
・ 

大
宮
彦
命
の
三
体
を
勧
請
し
ま
し
た
。 

翌
年
５
年
帰
郷
し
、
さ
っ
そ
く
皇 

座
山
に
社
殿
を
建
て
、
勧
請
し
て
き 

た
三
体
の
祭
神
を
安
置
し
ま
し
た
。 

           

◎
「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」
７
月
号
は
７
月
６
日
（
日
）

発
行
予
定
で
す
。 

 

● 

そ
の
後
、
大
内
時
代
に
は
大
内
家
祈
願
所
と
な

り
、
源
義
経
や
豊
臣
秀
吉
が
武
連
長
久
、
必
勝
祈
願

に
訪
れ
る
な
ど
、
遠
く
か
ら
多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。 

天
命
５
年
（
１
７
８
５
年
）
毛
利
重
就
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
社
殿
は
、
大
正
７
年
ま
で
残
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

《
稲
荷
さ
ん
縁
日
》 

・
千
日
参
り
【
毎
年
旧
暦
六
月
十
二
日
】 

・
稲
荷
大
祭
【
毎
年
十
一
月
二
十
三
日
】 

 

※
口
コ
ミ
情
報 

皇
座
山
の
南
麓
に
あ 

る
千
葉
岳
（
せ
ん
ば
だ 

け
）
の
山
頂
に
は
千
葉 

稲
荷
が
あ
り
、
皇
座
山 

稲
荷
と
合
わ
せ
て
参
詣 

す
る
と
諸
願
成
就
す
る 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ち
の
宝
物
（
８
） 

皇 

座 

山
（
お
う
ざ
さ
ん
） 

上関港から皇座山を望む 

駐車場に設置されている展望所 展望所の眼下には美しい瀬戸内海が広がる 

皇座山稲荷神社の大鳥居 

商売繁盛祈願に訪れる人が多い 

千葉稲荷 山頂の祠堂 

相の浦 

▲皇座山山頂 

●皇座山稲荷神社 

展望台 

室津半島スカイライン 

駐車場 

室津 

千葉稲荷神社 

皇座山登山口バス停 

● 

● 

上関大橋 

登山道（徒歩） 

登山道 
（車、徒歩） 

室津半島 


